
小麦赤徹病の第一次費生に関する研究第1智

西門義一・井上成信

1.緒 言

表類の穂の赤補佐病の感染除開花期以後い9でも行われるが，最も感染し易い時期はその開花

期から筑熟期に至る期間である.との発生は年によって著しい差があるが，とれには色kの発

生要素が考えられるけれども，その時の天候特に降雨が最も大をた環境要因である.とれがた

め天候と発生との関係及びその伝染源並に経路についての究明は本病の防除上極めて重要た問

題であると謂わたりればたらたい.

筆者等 (1952)ぽ本病の第ー衣伝染除野外に形成された子嚢胞子が主要吉区伝染源である事を

報告した R.McKay (1946)も亦子嚢胞子が飛来して本病を発生する事を述ペている.

本病の伝染経路に就いては種k報告されているがその第ー衣伝染源は一応衣の3つが考えら

れる.(1).前年の被害植物並に枯F哨物上に越年じたもの.(2).種子上に越年するもの.

(3 ).土媛中に越年するもの.

とれ等の中で(1)の事項が最も大をい影響があるとの考えぽ必やしも早計ではたい.との

様た着想、から著者ぽ野外に於ける本菌の子嚢殻形成並に子嚢胞子の成熟程度及び本病の発生に

就いて実験観察した.

II.小婆赤徴病の韓生獄況

1.小麦赤徹病の自然努生

本病の発生は天候特に降雨回数やその時間に密接た関係がある.とれ

が錦麦の生育程度と天候からポ信病の蔓延般況を知 t，との発生機構か

ら葉剤による適確た防除時期を決定する事にした.

試臨方法並に調査匝場1反歩を使用レて周囲を除きとれを18等分し

た赤轍病感染時期に於ける表の生育を異にするため播種期を6固に分

け， 11月17e， 21日， 26日， 12月1日， 6日， 11日に小麦品種農林4号
を播種l..>~. 叉同一播種期を 3 区設け，区の選定ぽ第 1 図のようにし，

2条播にして普通に栽精管理した.

赤徹病発生の調査は日数の経過に供って適当た日に行ったが，モyLは

1 区内 3~所を選び l~所宛 100穂の櫨病小穂を数えた.同一播種期の

3区は平均し，その稽病小穂数は第2図に示した.叉l穂の平均小穂数

段各播種期別に適宜 3~所遺びその 3ω植に就いて小穏を数えた平均で

表わした.

試験結果播種期別に調査した100穂の平均擢病IJ、福は第1表に示し
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た.その結果赤徹病の初発ほ搭種期の早鳴に関係主主く. 5月19日頃から僅かに観察された. 5 

月26日にはその発病が増加し，変の生育程度によって発病差が認められた. 6月4日更に6月

9日に至るとその発生が念殺に増加し， lV区及びV区では赤轍病植が特に多数観察され，それ

は大発生と認、めるべ密であった.播種期別('1:見るとその発生はlV区が最も多く，ヨえいでV区

第 1表 小麦赤徽病の.発生状況

6.18 6.19 o .. 割、 5.~n li. !l6 仇叡γ 6.1 6.4 6.9 平均1.のふ樟敵
容積顎車九¥

J. (11月17日〉 0.7 (~. 7 1 ](，1 14 2~ 37 57 15.8 s =1.75 

II. (11月21日〉 1 1.7 “ 。 11 17 26 45 86 15.1 8 =1.82 

III. (11月26日〉 0.7 d 。 13 “。d。 36 59 92 15.6 5 =1.68 
IV. (1~月 1 日】 0.8 0.7 1 31 24 31 82 130 15.4 5=1.82 

V. (1:l月 8日〉 0.3 0.3 0.3 0.3 17 23 28 61 114 16.0 5=1，33 

VI.く12月11日〉 0.3 0.3 0.3 14 33 32 68 104 16.4 5 =1.33 

VII. (1(ij!l.6日〉 Hl 18 38 57 93 

金平均小穂数 15.7 x2 =0.064 

備考 相量病小穂数は 10()機中の卒均横病小穂数である.侃し5月31日までは 1区内全体の平均. 5月36日

以後は900穏につき調査した卒均である.

VII区は赤徹病菌の籾般府獲を接種したものである.

供試品種は良林4号. 5 = 1穂卒均小穂数の榎準偏差

第 2図 小麦赤i激病の発生と降雨との関係
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であT，播種期の早計三;>1t1区が最も少かヮtc.
1953年の赤撒病発生の増加は小麦穂の筑熟期から責熟期に至る比較的遅い期間であった.と

れば麦摘の筑激期以後の降雨が異常に連続したために発病を融加Lたもの栓あ弘

叉赤撒病に躍った変穂には子嚢設が豊宮に形成された.

第，表 小麦穂の出穂開花時期

区播種月日尚徳始出稼揃開花始開花最盛 区指種月日 出穂始出穂鏑開花始.開花最盛

月 a JI <l JI 11 地図 月鶴 1I 目
4月.30日

月 H
b月.11目 5耳.14目1. 11.17 4.'Z7 6. 3 6. 8 6.11 IV. 12. 1 6. 7 

II. 1l.21 4.28 6. 4 6. 9 &.12 V. 12. 6 6. 1 6. 8 6.12 6.15 

III. 1l.26 4.29 6. 6 5.10 5.13 VI. 12.11 O. 2 6.10 6.13 5.16 

第 S表 小麦栽士吉岡場内。徴気象

月日 温度 温度 温度 l.fi度 月日 温度 澱度

4周.28回
。
87鴨.1 

月四 。
98，.e 0 5H .18 a 。 88鴨.0 5周.28目 。 95特.0 16.6 6. 8 14Ji 16.2 17.6 

29 17.2 86.9 9 15.8 89.2 19 17.3 83.7 29 17.4 96.6 

30 13.6 84.4 10 16.4 89.3 20 18.7 87.5 30 17.6 82.5 

6. 1 10.2 74.6 11 18.1 83.4 21 19.1 86.8 31 14.7 96.o 

“ 。 10.8 80.7 12 16.1 96.9 “。・。. 18.4 79.1 6. 1 19.3 98.9 

3 1l.0 76.0 13 17.6 99.3 23 17.0 98.6 2 17.4 97.9 

4 13.7 86.6 14 14.9 86.6 24 17.4 87.6 3 19.0 91.4 

5 13.8 96.3 15 '14.4 77.4 26 18.3 79.3 4 19.2 89.1 

6 16.2 93.5 16 15.8 84.5 26 17.9 83.2 5 19.8 98.2 

7 14.7 97.9 17 15.8 83.4 27 17.7 89.1 日 29.4 98.9 

7 19.4 99.2 

備考 白書己温度計及び鴻度計による記録の平均である.

2.土壌接種による赤徽病の発生

本実験の接種に用いた赤徴病菌政当研究室保存の分生胞子形成良好なる第2089号菌株で，と

れを容量比，籾殻5，糖1，水道水1.5の割合で混合したものを1ポシド瓶に入れ，高圧殺菌

したものに移植し27"Cで40日間培養したものであった.とうした培養を小麦 (11月26日播種)

の出穂前土接表面に多量に撒布した.その小麦品種は農林4号であった.とれほ就いて 1∞穂

宛3ケ所につきその曜病小穏を数えた.

との結果でぽ赤徹病菌の土嬢接種区に於ける発病は無接種区と殆んど差がなかった.昨昭和

28年は赤徹病の発生が特に歳甚であったため，接種区と無接種区との差が認められなかったの

かも知れないが，少くともとの結果では，土壊から飛来する本病菌による稽の発病は大台1注意

義がない様であった.

III.乎嚢胞 子 飛 散棋況

子襲胞子の採集方法は195~年と同様稲藁堆積の附近で行った.その結果除第4表及び第 3 図
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• 
の如くである.との胞子採集結果は1952年よ b数日遅くれて 5月1日頃から始まり，その後長

〈続いた.とれば6月;上旬に最も多<， 1952年と同様に降雨と関係があった.

子嚢胞子の飛散般況はその形成の早晩及び形成量に関係があ!J.叉温度及び湿度等にも影響

される.

第 4表 麦領赤徹病麓の子劃包子並に分生胞子ヲ散と気象

月日辞鉾(言語)蜘濃度吋月日益事鉾(言語)蜘淑皮肉
R 日
4.10 I 
I ) 0 
4.29 J 

30 0.8 

5. 1 0.5 

2 0.3 

3 1.3 

4 1.3 

。 c sb nllU 11 月目

5.29 7.3 0.3 

30 6.3 0.5 

16.4 11 31 16.3 0.5 

6. 1 5.5 0.3 

2 20.6 0.3 

3 21.8 0 

4 30.2 0.5 

5 12.5 (.).5 

6 15.7 1.5 

7 19.3 1.0 

o • 16.5 60 
o 11 15.2 38 
o 11 17.3 64 
0 快晴 15.2 40 

0 暗号 . l7.4 70 

16.0 83 0.5 

18.6 73 6.4 

14.5 87 11.6 

15.6 92 16.0 

20.6 57 0.9 

5 1.8 0 雨

6 2.8 0 11 

7 0.3 (.)ρ 

8 0.8 @ 11 

9 5.8 0.3 晴

10 3.3 0 

11 1.5 0.3 晴 22.7 65 

11 1.8 0 雨 18.2 92 7.0 

13 3.5 0.3 " 

14 7.5 0.5 曇

15 2.0 0 晴

16 2.3 0 " 

17 3.8 0 曇

18 5.0 0 快晴

19 2.3 0 " 

20 6.8' 0 " 

21 6.3 0.3 " 

22 1.5 0 曇

23 9.0 7 雨

24 7.5 4.8 快晴

25 11.5 

26 10.5 

'.tl 3.8 

28 3.5 

0.3 

0 

0 

0 

" 

20.0 

18.5 

19.0 

21.5 

19.6 

22.0 

22.0 

22.5 

22.5 

23.5 

18.8 

21.0 

23.5 

23.5 

23.5 

21.0 

12.0 

56.8 

8 9.8 86.2 

9 46.6 2.2 

c ，る mm
雨 21.0 85 15.1 

晴 20.5 60 

雨 17.5 86 30.2 

~ 19.0 94 0.5 

1/ 20.0 84 ].8 

" 20.1 82 

" 22.7 71 

雨 22.2 93 9.4 

" 22.8 95 47.4 

" 21.0 95 12.3 

" 20.0 89 72.8 

曇 22.0 69 9.0 

10 23.8 0.5 " 22.5 76 

11 13.8 14.'7 " 21.5 75 

12 11.8 10.5 快晴 24.3 62 

13 16.5 

1& 20.5 

備考子楽胞子主主に分生胞子はzテイ.ド4-6枚の2JS均である.
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第 3図 麦績赤徹病粛の子頚胞子飛散数と降雨との関係
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備考子運u包子深集数は;;r.ライドグラ;;r.4-G枚の卒均である.

第 5表 野外に於ける予襲被形成状況調査

調査月日 調査結果

4月11日 堆積された愛得上に子.殻が観望書された.子議胞子は未成熟で，周聞には分主主胞子が繍祭

された.

4月17日 上記子家殺には未熱な子嚢胞子があった.この子家胞子は隔膜の列然したものが少なかっ

た.

4月25日 叉堆積稲葉にも子援聖堂が形成されていた.その子獲般には成熟した子嚢胞子の形成があっ

た.

又ポット殺絡の稲株にも子議殻の形成が観察された.この稲株は翁の刈取前に下業に分生

胞子怒濁液を接種したものである.無接種稽株には子義殻の形成がなかりた.

5月2日 子議事置は成熟していた.

5月8日 成熟した子豪胞子の豊富な形成が観察された.

- 5ー
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IV.野外に焼ける子嚢般の形成獄況

倉敷地帯では秋に牧穫された稲藁は野外に堆積貯擁され，翌春とれらの稲葉には非常に豊富

な子製設の形成が観察されるめ. との子嚢殻は成熟して，多数の子嚢胞子を形成し.ir!J，赤徴

病第一失発生の接種源の一つである事は疑いの余地がたい.それで堆積稲葉及び稽株の数10ケ

所について適当主主日を選び子嚢殻の形成紙況並に成熟程度について観察した

との調査結果除第5，6及び7表に示した.との結果では4月11日子嚢設の形成が堆積され

た麦稗に観察されたが，子嚢胞子の形成がたく周囲には分生胞子が認占うられた. 4月17日には

その子嚢曹に来熟友子嚢胞子が形成されていたが隔膜の判然とするものは少かった.とれは

19回年野外に於ける子嚢震の形成が最も早〈観察されたものであった.

第 6表 堆積稲葉上に於ける子嚢殻形成並に成熟状況

子議殻形成主主に成熟員長況
関査月日 調査ケ所数

+ * iIt 州+

4且.1昌H 
50‘ 60 

4.25 4G 2.(2) ~2 

5. 2 31 1 (1) 32 

6. 8 10 3 13 

.14 5 31 (1) 5 41 

6.20 “ 。 20 (7) 3 (1) 25 

6.27 2 17(12) 16(12) 36 

6. 4 2 (2) 20(W) 28(28) 2 (2) 62 

6. 9 3 (3) 20(20) 26(26} 4 (4) 53 

備考 〈ー〉子ft殻の形成がない・ (+)その形成を隠める. (*)子.般の形成が容易に認められる.
(-tI十)子書量殺の形成が豊富である.(lIfD非常に豊富な子義援の形成がある.
様数字は調査該当数百ヒ，指狐内は子議胞子の成熟したものを示す. 5月14日以降翁株が1ケ所合ま

れる.

第 7表 子褒般の形成程度どその割合

概査月日 十 * tt十 lIf十

aトJ.113 .v 富島 事』 宅e ~ 
，1品 1田.0

4.25 95.2 4.8 

6. 2 96.9 3.1 

6. 1 76.9 23.1 

5.14 12.2 75.6 12.2 

5.20 8.0 加.0 12.0 

6.27 6.7 48.6 46.7 

G. 4 3.8 38.6 53.9 3.8 

6. 9 6.7 37.7 49.1 7.& 

備考調査ケ所数を 100とした子議般の形成権度の割合で~る.
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4月2-5日にポットの稽株に子轟殻が観雲集されたとの稲株ば前年栽培した艇の下藁に10月上

旬本菌分生胞子の懸濁液(第抑制号菌株〉を接種L，メ日取ったものてきあった.然、接種稲株には
全く子嚢穀の形成は認められなかった

第6表の観察結果によると香月25日僅か2ケ所の堆積稲藁に子嚢殻の形成が認められた.と

の子彊殻には成熟じた子嚢胞子が形成され，ていた.それと別に5月8日には予聾設の形成が観

察されるようになt，5月14日ではそれが非常に増加したが成熟したものは少かった. 5月20

日には成熟した子麗胞子が多<:， 5月27自には稲葉上を一見して子嚢叡の形成が容易に犠室長さ

れる程に増加じた. 6月4日に至るとそれが驚〈程増加し，堆積稲藁に近寄るだけでそれが認

められるようにたり，それが成熟していた.然し4月頃積換えられた堆積稲藁には子震設の形

成は観察され怠かった.

以上の調査結果から19日年には野外に於ける子彊叡の形成が非常に多そ子嚢胞子の成熟も多

かった.叉実際にはとれらの観察以前既に子寮殻の形成及び子嚢胞子の成熟がある事実は疑え

ない.而も降雨後にその形成が増加した.

V.考 察

費類赤轍病の発生は支の開花割以後の降雨の頻度が致命的Jt要因となる.とれば降雨量及び

R散が年によっで最も変化し易<:，病原菌である子麗胞子並に分生胞子の形成及びその軍事芽蔓

延を助けるからでるる.勿論赤撒病の発生は降水の絶対量よ bも寧ろ雨の降b方及びその日数

が問題でるって，室気温度並に植('c於ける水滴の保留時閣が最も重要な点である.

Andersen (1948)は小麦出穂以後の櫨病度rc就いて開花前段殆んど感染せや開花後暫時の
聞が最大であると報告した，箸・者(西門， 1946)は小麦植の赤徹病の感受性はその熟度によヲ

て大差があ t，品種聞にも成熟期によって差異がある.とれは少くとも3類別出来る.要する

にとの範囲l会支の開花明から開花後1週間の聞であって，との時期が最も感受性が高い事を報

告した.R. McKay (1946)も亦それは開花期から乳奏者期及び黄熟期までの期間であると述べ

たとれ等の感受性が最も高い時期に降雨及び曇天多湿が続けば赤徹病の発生が増加するとと

は云ろまでもないととである.

1何3年の赤徹病の発生はかなり多かヨ忠それは筑説明の降雨の速艇が大含主主彰竃:を与えた

からである.とのと之は賓の生育程度によっτ差があったが，衰の乳熟期に降雨があって急:激
に赤徹病が増加し1たととからも解る(第2図参照). ζの発生紙況を観察していると麦の乳熟

期に於て降雨があった翌日はその前日に比較して念滋な亮和信加があり，穂とを一見して』寵病

穂の裁発が観察された.然しその発生放況を通観すると，との感染除念~般に本病の増加があっ

た以前，即ち交の開花期頃から時k あった降雨の度毎に行われ，その後の天候回復によって外

病徴金で進行せで久その後降雨があるととれが穂中に感染した薗締の発育蔓延を助け外観的病

徴に至るものとも考える.との事故薬剤防除時期の決定及びそれを合理化するための索引にた

るもの左足、う.

赤轍病の発生は環境条件の外にその伝.染源及び病原菌の飛来伝播が問題となる.者:者はそ

の第一伝染源として被害越年薗材、による事・.4h 及び1952年には野外に形成された子嚢胞子が

伝播されるととによって本病が発生し，それが第一次伝染の主因である事・Jを報告した.高橋

(1944)は穂に於ける被害の接種源が総べて土嬢に遍在する釈でなく，前年の被管作物に由来

するものでるることを述べたE・) 向枯死植物上!'cゐける胞子形成も亦重要であるととは云う
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までもない.R. McKay (1946)も亦春に子寮胞子が飛散しそれが宛生するととを述ペた.

本病の伝染源と思われる子嚢被の形成献況及び子褒胞子の成熟程度について野外観察を行っ

たが，との子嚢設は堆積された稲藁，麦稗及び稲株等に豊富に形成された.との観察結果では

4月中旬麦蒋上に手嚢設の形成が僅かに認められたが子襲胞子の成熟は少かった.との頃は他

の稲藁上には子嚢監の形成が認められたかったが， 4月下旬頃から僅かにその形成が観察され

その後増加した. 5月下旬から6月上旬に至るとそれが念激に増加じ，堆積された稲葉に近寄

る芦けで黒点即ち子嚢殻の存在が一見確認された.勿論子嚢胞子は充分成換し豊富であった.

との子嚢按の形成は年によって差があり 3月中旬頃から11月頃まで行たわれるれが， 1953年の

野外観察ではそれより 2ヶ月遅れてそれが観察された.とれば4月上旬には朝霜を見た程の寒

冷が続ま，とのようた気温の不足が子褒鼓の形成を遅延した原因であろう. 5月中下旬にその

形成が非常に豊富にたった事はその時の天候が好条件であったからである.斯くの如く野外に

於ける多くの堆積稲葉には豊富な子嚢殻が形成され，成熟した子嚢胞子も多かったとと及びそ

の時期除去穂の赤轍病発生の増加以前でもあり，しかもとれが多数飛散する事実から第ー弐伝

染源として大きた役目をもつものである.

紫雲英を刈取った下の稲株には相当豊宮主主子嚢設の形成が観察された.叉ポットの稲に本菌

を接種しその稲株にも子嚢殻が豊富に形成された.との事は9月頃子重要胞子が非常に多数飛散

する9)事に関係がありはしたいか.叉春稲葉の積換えしたものには子嚢震の形成がたかった事

等から9月頃の子嚢胞子飛散と稲葉に形成される子褒殻とに筏接な関係があるのではたいかと

思考されるが，との問題は倫詳レく研究したい.

空中を飛散する子嚢胞子は5月上旬から始まり，表掘の字L熟期の降雨があった時多かった.

子褒胞子飛散が降雨に関係あるととは1952年の結果と同様であった.との子襲胞子飛散は野外

に於ける子嚢胞子の形成とに密接な関係がたくてはたらたい.との観察結果では子褒設の形成

が増加し，成熟した子護胞子が多くたった頃からその飛散も増加した.斯かる事実から赤徹病

の第一次発生の多少を知るためにその子夜胞子の形成扶況及び飛散と降雨扶況から考えるたら

ほかたり正確な判断も可能ではないか.

赤徹病の穂の発生は病原菌の空中飛来による場合の外土嬢中の本菌による伝播も考えられ

る.とのため本菌の土襲接種による赤徹病の発生を調査したが接種区と無接種区とには殆んど

差がたか~'k. とれば19日年に赤徹病の発生が多かったためであるとも考える.との結果から

土築中の本菌が穂に飛来して努病に至る経路は比較的に少い様にも思われるが倫群しく研究し

後日報告したい.

VI.摘 要

1)小麦赤徽病の鎗生扶況，野外に於ける赤徽病菌の子議殻の形成及び子嚢胞子飛散に就い

.て実験観察した.

2) 19臼年は支の筑熟期に降雨が異常に連続したためにず倣病の努生が極めて多かった.叉

穂にも子嚢殻が豊富に形成された.

3)小麦の出穂前にポ倣病菌の籾殻培養をもって土議接種したが， 1953年の結果では接種区

と無接極区とに薩病差が認められなかった.

4)子嚢胞子の飛散は6月上旬に最も多く観察された

5)野外の稲葉に於ける子蓑殻の形成は19日年は4月下旬頃から始まり， 5月下旬には念滋
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に増加した.

6)子嚢胞子が野外に豊富に形成され，叉それが飛散している事実は，とれが赤徹病の第一

戎発生の主因であるととを示すよう‘である.
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